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尖 閣 列 島 の植 物 相 に つ い て

多 和 田 具 淳

ShinjunTAWADA: FloraoftheSenkakuIslands,Ryt)kyus･

1.緒 言

本報文は 1952年3月 29日よ94月 28日にいたる調査を基礎にしてまとめ,上

司に提出した ｢共閣列島調査報告｣によD抜零したものである｡本調査は甫小島 (4

月 10日～14日)および魚釣島 (4月 14日～19日),とくに後者に滞在中のものが

主体となっておD,したがって本線告においても主として魚釣島の植物相を中心に記

述した｡

本文を草するに当9,本研発調査に多大の援助と指導を仰げる本学農学部長島袋俊

一教程に対し,衷心よ9感謝の意を表する｡

2.植 物 景 観

尖閣列島は東尾峡を除き,ほとんど一様に第3紀の徴粒質砂岩からなD,地質上か

ら植物生態に差異を生ぜしむる要因はないと云ってよV,｡また日照,気温,湿度等の

東泉上の要素も取立てて間虜にする必要はない.ここの植物景親を支配する因子は明

らかに風衝のみであると考えられる｡急傾斜に沿うて山頂に向い,海岸から吹きあげ

る絶え間ない強風こそまさにそれであるO斜面に成立する樹林を表面から眺めると,

まるで毛髭を敷きつめたようになっている｡即ち,樹冠が相互に入D込み,枝は押し

つぶされ,遠望すると其上をたやすく歩行出来そうな感じがする｡この毛鮭からやや

規則的に頭をもたIデ,髪をふD乱しているのは,独D抵抗力の強V,ビロウのみである.

海岸からつづ く瀬兼帯を通D抜けるには,その交錯した枝を避けるために四這いに

ならなければならぬ｡この植物帯を過ぎると樹木は高さを増すが,頂上に近づ くにつ

れて次第に低 くなD確大林と化する｡

林相の内部は常に湿度が高く,樹皮と云わす岩石の上と云わずゼエゴケシダ(沖縄,

台湾における稀晶)がやたらに着生している｡かかる景蔵は沖縄の何処におV,ても見

られない.頂上附近の乾生蘭類,地衣類の豊富なことは驚 くぼかDである｡之を要す

るに列島の主要なる植物群系は,亜熱帯降雨林と照美喬大林に属せしむることが出来

るQ群弟をつぎの如 く大別したい｡
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(I) 海 岸 植 物

a. イソフサギ群叢 畦接海水のかかる岩石地帯に, さなが ら辞苔類の如 くイソ

フサギ (払 ゆ科)が附着 し,特徴のある群落を形成 してVlるo

b. ミズガンピ群叢 イソフサギ群叢の上位にある｡立地は隆起珊瑚礁のみか ら

なる平地で,風の強い 日は直接波に洗われる｡ ミズガンビを主体とした岩の割Erに,

テ ッポウユ リ,ナワカ/コソウ, シロバナノミヤコグサ,ハマアズキ,ハマナクマメ

等がある｡

C･ クサ トベ ラ群叢 ミズガンピ群叢の上位にあD,海岸の砂磯地岩石地 で直接

波のかか らぬところに形成する｡ クサ トベラ,アダン,モンパノ千,キダチハマダル

マ, ノカラムシ等が生じてVlる｡

(2) 照 糞 樹 林

a. シャリンバイ, リュウキュウアカテツ群叢 シャリンバ イ,焚生の リュウキ

ュウアカテツ,倭生のシロガジマル, リュウキュウガ千を主体とし,オオハマボウ,

7■パ クマサ千,マル}<グ ミ,オオバギ,ネズ ミモチ,ハマヒサカキ,ギイマ,-チジ

ヨウススキ,ノボタン,サクララン, ホソバワダン等が生 じているO林木 として価値

のあるものはほとんどない｡

b･ ビロウ,タ ブ 群叢 この秤量は森林の 70%以上 を占めている｡ビワウ,

モクタチバナを主体とし,ナンゴクモクセイ,センカクミカン (新称), イリオモチ

エゴノキ,オキナフカクレミノ, ホウザンツバキ, コバンモチ, イ リオモテヒメユズ

リへ イスノキ, シログモ,バ リバ リノキ, ムクイヌビワ等が混生 し,有用樹である

イヌマキ, シマグワ等がJF.在する｡諸処にカラスザンショウ, リュウキュウエノキ,

ウラジロエノキ, シロガジマル,-マイヌビワ等の大水があるのは山火事か若 くは人

為的伐採跡地であろう｡

着生羊歯類にホウビクヮンジュ, リュウキュウマメヅタ, ノキンノブ等がある｡ ヨ

ウラクラン, イリオモチ ラン等の着生蘭, ヨゴレイクチンダ, トガ リバ カナワラビ,

カツモウイノデ等の羊歯類,オキナワティショウゾウ,オオキバナムカシヨモギ, タ

シロスゲ,ア リザン ミズ, カゴメラン, ツル ラン, ムサシアブ ミ等の下草類, リュウ

キュウアオキ,オオバル リミノ千, イワガネ等の東木類, ヒカゲ-ゴ,.オ--ゴ等の

来生羊歯類,それにタロツグ, シラクマカズラ, ビナンカズラ,オキナワテイカカズ

ラ,アマチャズル, カラスキパサンキライ,サツマサンキライ, トウズルモ ドキ等の

蔓性植物が繁茂 し, ユウレイラ-/の如 き無葉蘭 も虚 し, さなが ら熱帯の密林を坊沸 さ

せる原生林である｡

(3) 頂 上 溢 木 帯
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頂上は突吃とした岩石で占め縁辺は断崖をなし,風衛地帯とT3:つているため, トゲ

イヌツゲ, クスノキ科の 1種, シャリンバイ,モチ/千等が生じ,稀にコショウノ車

を生ずる｡ これらの樹枝にはイ リオモチ ラン, ヨウラクラン, リュウキュウセキコク

が発に着生 し,また粗度や岩石上には無数の地衣が附着 して奇鶴を皇するO

センカクツツジ (新称), ギイマ,モチノキには ヒノキバヤ ドリギの寄生 を見る｡

樹下は腐植土で被われ泥炭状 となD,センカクツツジの下枝は下垂 して, しきDに発

根 し特色のある生態を皇する｡なあ とくに リュウキュウツルコウジ, ヒ1-ツノ<, シ

マキクシノブの発育がよい｡断唖にはシャリンバ イ,セ-/カクツツジが密生 し, シャ

リンバ イの白い花 とセンカクツツジの赤紫色の花が陽光に照 D映えて美 しい｡

3. 自 生 植 物 の 日 銀

PTERIDOPHYTA 羊 歯 植 物 門

MARATTIACEAE jフゆうびんたV,料

1. AngiopterissuboppositifoliaW.H_deVries リュビンタイ

OPHIOGLOSSACEAEはなやす 9科

2. 0phioglossum vulgatum L. -ナヤス リ

HYMENOPHYLLACEAE こけしのぶ科

3. AIicrogonium ompllalodesVielle ゼエゴケシダ

4. TrichomaneshumileForst. ヒメホラゴケ

5, TrichomarLeSparVulum Poir. ウチワゴケ

6, TrichomarLeSlillkiuenseYabe I)ユウキュウホラゴケ

7. TriChomanessp. セ-/カクホラゴケ (新称)

CYATHEACEAE- ど 科

8, AlSOpIlilapodophyllaHook. オ--ゴ, クワ-ゴ

9. AIsophilapustlllosaChrist. ヒカゲ-ゴ

POLYPODIACEAE うらぼし科

10. Asplenium laserpittifolium Lam. オキナワンダ

ll. BolbitiskoidzumiiTagawa オオ-ツカシダ

12. Bolbitissubcordata(Copel.)Ching -ツカシグ

13. CyclosorusacumimattlS(Houtt.)Nakai ホシダ

14. Cyclosorusparasiticus(L.)Farwell ケホンダ

15. ColysismegalolepsisTagawa シンヤ リノホラン

16. Colysispothifolia(Hamilt.)Presl,オオイワヒトデ
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17. Ctenitissubglanddosa(Hance)Ching カツモオ イノデ

18. Cyrtomillm falcatum (Lf.)Presl オニヤ ブ ソテ ツ (共)

19. Dipl82;主um lanceum (Thunb.)Pres1 - ラシダ

20. DiplaSitlm YirescenBKunze コクモオ クジ ャク

21. DryopterishayataiTagawa イヌ クマ シダ

22. DryopteriSSOrdidipesTagawa ヨゴ レイ タチ シダ

23. EtlmatatrifoliataCav. シマキ クシ ノブ

24. I.emmaphyllum microphyllum var.IutdlllenSe(Nakai)C.Chr.リュウ

キ ュウマ メヅ タ

25. LirLdsayacommiⅩtaTagawa シソ- ダウチ ホ-/ダウS,ダ

26. IJepisorusthunbergiarLtIS(Kaulf.)Ching ノキシノブ

27. Microlepiastrigosa(Thunb.)PresI イシカグマ

28. NeottopterisAidus(L.)I.Smith オオ クエ ワ ク リ

29. Nephrolepisbiserrata(Sw･artz.)Schott. ホウビク ヮ-/ジ ュ (共 )

30. Phymatopsishastata(Thunb.)Kitagawa ミツヂ ウ ラボ シ

31. Polystichum hancockii(Hance)Diels タイワ-/ジュウモ ー/ジシダ

32. PterisfaurieiHieron. シマノ､チ ジ ョウ シダ (共)

33. PteriSSemipinztataL. オオアマ クサ シダ

34. RtlmOhraaristatavar.pseudoaristataH.Ito コJ<ノカナ ワ ラビ

35. Pyrrosialingtla(Thumb.)Farwell ヒ トツバ

36a.StenolomachusarLa(i.)Ching ホ ラシノブ

36b.Stenolomachusanavat.littoraleH.Ito ノヽ マ ホ ラシノブ

37. TectariadecurrenS(Presl.)Copel. ナナJl'ケ シダ

38. VittariazosterifoliaWilld.シマ シS/ラン

GLEICtiENIACEAE うらじろ科

39. DicrahOpterisdid10tOma(Thllnb.)Bernl1. コング

LYGODIACEAEかにくさ科

40. IJygOdium microstadlyum Vat.glabreSCeA8Nakai チ リ).(カニ クサ

SELAGINELLACEAEV､わ払ぼ科

41. SellaginelladoederleiniiHieron. ミ ドリカタヒバ

42. SellaginellalutdluenSisKoidz. ヒメムカデ ク ラマ ゴケ

LYCOPODIACEAEこ人かげのかずら科
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43. I.ycopodium cernuum L. ミズ スギ

PSILOTACEAEまつぼらん科

44. Psilotum nudtlふ (L.)Beauv. マ ツバ ラン
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SPERMATOPHYTA 種 子 植 物 門

GYMNOSPERMAE裸子植物亜門

PODOCARPACEAEま き 科

45. Podocarpusmacrophyllus(Thumb.)D.Don イヌマキ

ANGIOSPERMAE被子植物亜門

PIPERACEAE こしょう科

46. Peperomiadindyg止lensisMiq. ビワウ TLゴ シ ョウ

47. Piperkadsura(Choisy)Ohwi フウ 1､ウカズ ラ

FAGACEAEぶ た 科

48. Cyclobalanopsisyaeyamensis(Koidz.)KudoetMasam.ヤエヤマガ シ

ULMACEAEに れ 科

49. CeltislitlkiuensisNakai リュウキ ュウエ ノキ

50. Tremaorientalis(L.)Blume ウ ラジロエ ノキ

MORACEAE く わ 科

51. Ficuscuspidato･caudataHayata シ tZガ ジマル (共)

52, FicuserectaThumb. イヌ ビワ

53. Ficusfachikoogi Koidz. ム クバ イヌ ビワ

54. FicusgibbosaBlume - マ イヌ ビワ

55. Ficusinfectoria Roxb. オオバ ア コウ

56. FicuswrightianaBenth. ア コウ

57. 朋■OrusaustralisPoir. シマ グワ

URTICACEAEv､らくさ科

58. BoehmeriafruteSCenS∀ar.Viridtlla(Yamam.)Suzuki-Tokio ノカ ラム S/

59. PileabrevicornutaHayata ア リサ ン ミズ

60. Pileasp. コケ ミズの 1種

61. Villebruneafrutescens(Thunb.)Blume イワガネ

LORANTHACEAEやどDぎ科

62. PseudixuSjaponicus(Thumb.)Hayata ヒノキバ ヤ ドリギ

BALANOPHORACEAEつちとDもち科
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63. BalanophorafungosaForst.var.kuroiwaiMakino リュウキ ュウツチ

トリモ チ

ASARACEAEかんあおV､科

64. Eeterotropasp. カンア オ イの 1種

ARISTOLOCHIACEAE うまのすす くさ科

65. AristolochiakankauensisSasaki コウ シ ュン ウマ ノ スズ クサ

`poLYGONACEAEた で 科

66, Polygonum dlinenseL.∀ar.umbellatum Makino ツル ソバ

67. Rumexjaponit:usHoutt. ギ シギ シ (共 )

CHENOPODIACEAEあかぎ科

68. Chenopodium acuminatum Willd.var.japonicum Franch.etSav. マ

ル ノヾ ア カザ

AMARANTHACEAEこ人 ゆ 科

69. AchyrantIleSjaponicavar.hachijoensisHonda -チ ジ ョウ イノ コズチ

70, PhiloxeruswrightiiHook.f. イ ソフサギ

NICTAGINACEAEおしろいぼな科

7ユ. Boerhaaviarepensvar.diffusa(L.)Hook.f. ナ ワ カ ノコ ソウ

72. Pisoniaumbellifera(Forst.)Seem. オ キナ ワアオ キ

MESEMBRYANTHEMACEAEつるな科･

73. でetragoniaexpansaMurray ツル ナ

PORTULACACEAEすべD払ゆ科

74. PortulacaoleraceaL. スべ T)ヒユ

MENISPERMACEAEつすらふじ科

75. Cocculustrilobus(Thumb.)DC.アオ ッズ ラフジ

76･ StepIlaniajaponica(Thunb･)Miers - ス /- カズ ラ

77. StepIlaniasasakiiHayata コウ トウッズ ラフジ

MAGNOLIACEAE もくれん科

78. Eadsurajaponica〔L.)Dunal サ ネ カズ ラ

LAURACEAE くすのき科

79. ActinodapIlnelongifolia(Blume)Meissn. ノヾ リバ リノキ

80. CinnamomⅦm t!amphora(L.)Sieb. クス ノキ (野生化 )

81_ Fiwajaponica(Thumb.)Gmel. - マ ビワ

82. JWachilustIlunhergiiSieb.etZucc. タ ブ, タブ ノキ
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83. Neolitseaaurata(Hayata)Merr. キンモ ウグモ

84. Neolitseasieboldii(Kuntze)Nakai シログモ

85. Ben2;OirLglaucum var.kawakamiiSasaki(?) カワ カ ミコオバ ン

PAPAVERACEAEけ し 科

86. Corydalisplatycarpa(Maxim.)Makino キケマン

CRUCIFERAEあぶらな科

87. CororLOpuSWrightiiHara ヤンパ ル ガ ラS/, - マガ ラS/ (宿)

88. RaphanllSaCantIliformisformaraphanistroides(Makino)Hara ハ マ

ダ イ コン

CRASSULACEAEべんけいそう科

89. Sedum formosanum N.E.Br. タカサ ゴマンネン グサ, ハ ママ ンネングサ

PITTOSPORACEAEとべ ら科

90. Pittosporum lutchuenseKoidz. オ キ ナワ トベ ラ

HAMAMELIDACEAEまんさく科

91. Distylitlm raCemOSum Sieb.etZucc. イ スノキ

MALACEAEな し 科

92. Rhaplliolepisumbellata(Thunb.)Makino s,ヤ リ-/バ イ

ROSACEAEぼ ら 科

93. RubusfraxinifolillSPoir, トネ リコバ イチ ゴ

LEGUMINOSAEま め 科

94. Canavalialineata(Thumb.)DC. - マナ クマ メ

95. LotusaustralisAndr. シpノヾ ナ ミヤ コグサ

96. Vignalutea(W.)A二Gray ハ マア ズキ

0ⅩALIDACEAEかたぼみ科

97. XanthoxaliscorAiculata(L.)Smal王 カ タバ ミ

RUTACEAEみかん科

98. Citrussp. セ ンカ ク ミカン (新 林)

99. Fagaraailanthoides(Sieb.etZucc.)Engler カ ラスザ ンシ ョウ

100. Melicopeawadan(Hatusima)OhwietHatusima アワ ダン

EUPHORBIACEAEたかとうだい科

101. BreymiarllamnOides(Wil上d.)MuelI,Arg. オオ シマ コバ ンノキ

102. Chamaesyceatoto(G.Forst.)Croizat ハ マ ダイゲキ (南)

103. Daphniphyllum teijsmannivar.iriomotenseHurusawa イ リオモチ ヒ



82 多 軸 田 尻 淳

メユ ズ リノ､ (新 称) や 一.- ･-､

104. Drypetesmatsumurae(Koidz.)Kaneh. ツゲモ ドキ

105. GlochidionhongkongenseMuell.Arg. カキバ カンコノキ

106. GIot血idionoboyatum Sieb.etZucc. カン コノキ

107. MacarangatanaritlS(L.)Muell.Arg. オオバ ギ

108. AhllotusjaporLicusMuell.Arg. ア カ メガ S,ワ

109. AIallotusmoluccams(L)Muell.Arg. ヤ ンバ ルブ カ メガシワ

110. AIallotusphilippehsis(Lam.)MuelLArg. クスノノ､ガシワ

ANACARDIACEAE うるし科

111. RhussllCCedaneaL. - ゼ, T)ユキ ュウノ→ゼ

AQUIFOLIACEAE もちのき科

112. IlexintegraThumb. モチ ノキ

CELASTRACEAEにしきぎ科

113. EuonymusfungosusOhwi アノヾ クマサキ

STAPHYLEACEAEみつばうつぎ科

114. TurpiniaternataNakai s,=りベ ンノキ

VITACEAEぶどう科

115. Ampelopsisbrevipedunculatavar,maximowiczii(Rgl.)Rehd.ノブ ドウ

116. VitislamataRoxb. リュウキ ュウガ ネブ

ELAEOCARPACEAEほるとのき科

117. ElaeocarpusjaponicusSieb.etZucc. コバ ンモチ

118. ElaeocarpusdecipiensHemsl, ホル トノキ, モ ガシ

MALVACEAEあおい科

119. Paritium tiliaefolium (Salisb,)Nakai オオ-マポ ウ, ヤマアサ

THEACEAEつぼき科

120. CarrLelliajaponicavar.hozanensis(Hayata)Yamam.etMori ホオ

ザ ンツバ 千, リュウキ ュウツバ キ

121. Euryaemarginata(Thumb.)Makino -マ ヒサカキ

ELATINACEAEみぞはこべ科

122. ElatinetriandraSchhhr(?) タイワン ミゾ- コべ

FLACOURTIACEAEVIV,ぎD科

123. ScolopiaoldhamiHande トゲイヌ ツゲ

DAPHNACEAEぢんちょうげ科
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124. WikstroemiarettISaA.Gray フォ ガ ン ビ, ミズハギ

125. DapIlnekiusiarLaMiquel.コシ ョウノキ

ELAEAGNACEAE ぐ.み 科

126. ElaeagntISmaCrOphyllaThumb. マルバ グ ミ

LYTIiRACEAEみそはぎ科

127. PemphisacidulaJ_etG.Forst. ミズガン ピ, ミズ-ギ

MELASTOMATACEAEのぼたん科 .

128. Melastomacandidum var.nobotan(Blume)Makino ノボ ク-/

ARALIACEAE うこぎ科

129. HederatobleriNakai キズ タ, フユズ ク

130. TextoriaamamiemSis(Masam.)Nakai オキメワ カ ク レ ミノ

UMBELLIFERAEせ D 科

131. ccrLtellaasiatica(L.)Urban ツポ クサ (共)

132. PetICedaAumjaponictlm Thumb. ボ タンニ ンジン, ボタンボ ウフウ

ERICACEAE しゃくなげ科

133. RI10dodemdromsp. セン カクツツジ (新 券)

134. RI10dodendroTLSCabrum G.Don. ク ヮザ ノジマ

135. Vaccinitlm WrightiiA.Gray ギ イマ, ヒメシ ャシ ャンポ

MYRSINACEAEやぶこうじ科

136. 1はaesasp. イズセ ン 1)ヨウの 1種

137. Ardisiasp. リュウキ ュウツル コウジの 1種

138. Ardisiasp. モ クタチ).<ナの 1種

PLUMBAGINACEAEv,そまつ科

139. Limonium arbusculum (Maxim.)Makino イ ソマ ツ, ム ラサキ イ リマ ツ

(南)

SAPOTACEAEあかてつ科

140. SideroxylonliukiuerLSeNakai リュウキ ュウア カテ ツ

PRIMULACEAE さく-らそう科

141. LysimachiamatIritianaLam. -マ ポ ッス

EBENACEAEかきのき科

142. DiospyrosliukiueASisMakino .)ユウキ ェウガキ, ク ロボ ウ

~SYMPLOCACEAEはいの資料

143. Bobuajaponica(DC.)Miers クロキ, 1)ユウキ ュウコクタン
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STYRACACEAEえごのき科

144. Styraxjaponicavar.iriomotensisMasam. イ リオモチ エ ゴノキ

OLEACEAEもくせい科

145. LigustrumjaponicumThumb. ネズ ミモ チ

146. 0smanthusenervillSMasam.etMoriナ ンゴ クモ クセ イ

APOCYNACEAEきょうちくとう科

147. Trachelospermumasiaticumvar.breviSepalum(Schneid.)Y.Tsiang

オ キナ ワテ イカカズ ヲ

ASCLEPIADACEAEががいも科

148. 耳oyacarnosa(L.)R.Br.サ ク ララン

149. Atarsdeniatinctoriavar.ryukytlenSisMasam. ア イカズ ヲ, ソメモ ノ

カズ ラ

CONVOLVULACEAEこ入るが患科

150. Calystegiasoldanella(L.)Roem.etSchult.-マ ヒルガオ

151. IpomoeapeかeaPrae(L)Sweet グ-/バ イ ヒル ガオ

152. Pharbitisindica(Burn.)Hagiwara ノアサガオ

BORRAGINACEAEむらさき科

153. Afesserschmidiaargentea(L.f.)Johnst. モン),'ノキ

VERBENACEAE くまつづら科

154. Callicarpajaponicavar.1uxuriansRehd.オオ ム ラサキ シキ ブ

155. PhylanoditLora(L.)Greene イワダ レゾウ

156. PremnaformosamaMaxim. タイワンハマ クサギ

157. VitexrotundifoliaLf.ハマ ゴウ

SOLANACEAEなすび科

158. Tllbocapsicumobtusum(Makino)Kitam.マルバ - ダ カホオ ズキ

OROBANCHACEAEはまうつぼ科

159. AeginetiaindicaL,var.gracilisNakai ナ ンバ ンギ セル

ACANTHACEAEきつねのまご科

160. JusticiaprocumbensL.var.riukiuensisYamamoto キ ツネノ ヒマゴ,

リュウキ ュウキ ツネノマ ゴ

RUBIACEAEあかね科

161. Gardeniajasminoidesvar.granditlora(Lour.)Nakai クチナ シ

162. 朋■ephitidianigrocarpaMasam.オオバ ル リミノキ
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163. MephitidiapIagiophylh (Hance)Nakai マ ルパ ル リ ミノキ

164. 0ldenlandiacraBSifoliaDC. ソナ レム グ ラ (共 )

165. PaederiachirLerLSisHance へ ク リカズ ヲ

166. PByChotrialiukiuenSiSHatusima リュウキ ュウアオ キ, ナ ガ ミボチ ョウ ジ

167. PSyChotri& 昏erpen8L. シ ラクマ カズ ラ

168. TarennagyoknShinkyAOhwi ギ ョクシー/ク ワ

CUCURBITACEAE う D 科

169. GyJtOStemm&peAtapI一ylltLm (Thumb.)Makino アマ チ ャズ ル

170. MelotIlrialiukiuensisNakai クワ ミノオ キナ ワ スズ メウ リ

GOODENIACEAE くさとべ ら科

171. ScaevolafrutescenBVar.glabra(Matsum.)Masam. チ リ- クサ Ttベ ラ

172. Sc8eVOlafruteSCen8VAT.Sericea(Forst.)Merr. クサ トベ ラ

COMPOSITAEき く 科

173_ AinsliaeaokiAaWerLSisHayata オ･キナ ワテ ィ シ ョウ ゾウ

174. 71111meaCOn8picuaHayata オ オ モノヾ ナ ム カ シ ヨモ ギ

175. Blumealacera(Roxb.)DC. ヤ エヤ マ コ ウ ノ リナ

176. BlumeasericamsHook.f. タカサ ゴ コウ ゾ リナ

177. CirSium sp. セ ンカ タアザ ミ (新 林 )

178. CrepidiaBtrum lamceolatum (Houtt.)Nakai ホ ソバ ワダ ン, ヘ ラナ レン

179. Cro880Stephitlm Chinense(L)Makino モ ク ビヤ ッコウ (宿 )

180. Emilia80ndlifolia(L.)DC. ウ スべ こ‥ ガナ

181. Gztaphalium multicepsWall. - - コグサ

182. Sonchu80]eraceusL. -ル ノノゲ シ, ノゲ シ (宿 )

183. Wedelia,bitlora(Wi上ld.)DC. キ ダチ -マ ダル マ

184･ Wedeliaprostrata(Hook･etArm.)Hemsl. - マ ダルマ (南棟 )

185. YouTtgiajaponica(L.)DC. オ 二 タ ビ ラコ

TYPHACEAEが ま 科

186. TyphaangustataBoryetChaub. ヒ メガ マ

pAt4DANACEAEたこのき科

187. PATtdanustectoriusvar.liukitlenSisWarb. アダ ン

GRAMINEAEtへ ね 科

188. AgrostisclavataTrim.var.nukaboOhwi ヌ カ ボ

189. DigitariaAdSCendenS(H.B.K.)Henr. メ ヒシバ



86 多 和 田 虞 淳

190. EchinochloacrusgalliBeauv.var.riukiuensisOhwi ノゲ タイヌ ビェ

191. Ⅰschaemum aristatum L. フネカモ ノハ S/

192. IJeptllruSrepenS(G.Forst.)R.Br. - イシバ

193. A4iscantIluSSinensisvar.condensatus(Hack.)Makino-チ ジ ョウススキ

194. 0plismenuscompositus(L.)Beauv. ェダウチチ ジ〟ミザサ

195. 0plismenuspatensHonda オオバ チ ジ ミずサ L

196. Paspalum orbiculareG.Forst. スズ メノコビェ

197. Paspalum vaginatum Swartz サ ワ スズ メノヒエ (共 )

198, PhyllostachysbambusoidesSieb.etZllCC.マ グケ

199. SacciolepisangtISta(Trim.)Stapf. ヌ メ リグサ

200. Sacciolepisindica(L.)Chase ノ､イヌ メ リ

201. Thuareainvoluta(G.Forst.)Roem.etSchlllt. クロイワザ サ

202_ ZoysiaterLllifoliaWiュld. コウ ライシバ (共)

CYPERACEAEかやつDぐさ科

203. Care又boottiamaHook.etArm. ヒゲスゲ, イ ソスゲ (共)

204. CarexbrunneaThumb. コゴ メスゲ

205. Care∑stoiataBoott. タシ ロスゲ, ク ミア イスゲ

206. CyperusJaVanit!usHoutt. オ 二 クグ

207. CyperuspolystachyosRottb.､イガガヤ ツ リ (共)

208. FimbristylisdichotomaforrnatomehtOSa(Vahl)Ohwi テ ンツキ

209a.FimbristylisferrugineaVahl -マテ ンツ千,シマテ ンツ千,スナテ ンツキ

209b.Fimbristylisferrugineavar.sieboldii(Miq.)Ohwi イ ソヤマテ ン ツキ

210. ScleriadoederleinianaBoechel オオ ンンジュガヤ

PALMAEや し 科

211. ArengaengleriBecc. クワツ グ r 1

212. LivistonachirLenSisR.Br.∀ar.subglobosa(Mart.)Becc. ビtlウ

ARACEAE さといも科

213. ArisaemaringensSchott.var.praecox(deVries)Engl. ムサ シア ブ ミ

coMMELINACEAEつゆくさ科 ､

214. CommelinanuditloraL. - ダカツエ クサ, シマ ッス クサ

LILIACEAEゆ D科

215. Asparaguscochinchinensis(Lour.)Merr. テ ンモ ン ドウ

216. Dianellaemsifolia(L.)DC. キ キ ョウ ラン
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217_ tleterosmilaxjaponicaKunth カラスキ}<サンキライ

218. Lilitlm lomgi血Irum Thumb. テッポウユ リ

219. LiriopetawadaeOhwi オニヤブラン

220. 0phiopogonjaburan(Kunth.)Lodd. ノS/ラン

221. SmilaxstenopetalaA.Gray サツマサ-/キティ

AMARYLLIDACEAEこ入がんばな科

222. Crinum asiatictlm Var.japonicum Baker -マオモ ト (輿)

DIOSCOREACEAEやまのいも科

223_ Dioscoreajaponicaγar.kelungenSisPrain キイルンヤマノイモ

ZINGtBERACEAE しょうが科

224. AlpiniaintermediaGagnep. アオノクマクケラ-/

225. AlpiniaSpeCiosa(Wendl.)K.良:hum. ゲットウ

ORCHIDACEAE ら ん 科

226. Amitostigmalepidum (Reichenb.i.)Schltr. オキナワチ ド1)

227. Calanthetriplicata(Willem.)Ames ツルラン

228. DidymoplexissubcampanulataHayata ユウレイラン

229. GoodyeramatsumuramaSchltr. カゴメラ-/

230. Goodyerasp.(■?) シュスランの 1種

231. LiparisformosamaReichenb.f. -ウコクラン

232. ObeJ･OniajaponicaMakinoγar.atlrantiacaMakino ヨウラクラン

233. StaurochilllSltIChuensis(Rolfe)Fukuyama イ リオモテラン

234･ VandaamierLSisMasam_etSagaw. コウトウヒスイラン

〔註〕 (南)は南小島,(共)は魚釣島と南小島に共通,(黄)は責尾喫,(柿)は稀産｡

本目録によって明かなように,尖閣列島所産の羊歯類及び種子植物の総数は 89科

235種であるOこれらのうち,コショウノキは伊平屋島に産し地鳥には無 く, ノブ ド

ウは日本内地のものと型が同じで地鳥産のと異る｡ トゲイヌツゲは慶良問,石垣,西

表 を除 く地鳥には産せず, トネリコバイチゴは与郷国を除 く地鳥になく, コウ トウッ

ズラフジが波照間島を除 く他島にないOまた, コウシュンウマノスズクサは宮古島を

除 く地鳥に座 しないなど極めて地理的分布上,興味深い問題が残されている｡本列島

の固有種と思われるものに, センカクアザ ミ, センカクツツジ, センカクホラゴケ

(以上新称), ク.7ザンジマ (ツツジの 1種)などがあ9,其種数は面積の割合に比較

的多いと云えよう｡
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4. 農林水産業上よりの価値

1･ 農 林 業 上 か ら｡ イヌマキヤシマグワ等沖縄での貴重な樹木が在るが,殆

ど盗伐され幼齢林のみであるo適当の保護看視をしなければ将来全滅の恐れがある.

然しこれは世人の公徳心に訴- る外に処置がなV,｡タブ其他の有用樹木も相当量 あ

るがこれは自然のまま放置されている｡経費の閲係でこれを利用することは,今のと

ころ不可能に近 く,且つ盗伐のおそれも少vlo気象条件其他を綜合して考察するに,

伐採した後の快復は甚だ因果のように思われるから,やはD尖閣列島の森林はそのま

ま放置して専ら魚付林として利用した方が賢明である｡次ぎの理由によD農業上から

は一顧の価値もなV,｡即ち,

a) 余 Dも遠 く離れて患D,港 もなく,潮流は早 く風波が荒いことo

b) 耕地に通する地域がほとんどなVIo

c) 人命を危 くするくらい蚊群が棲息する.

d) 海賊などの外敵を防備しなければ人命が保証出来ぬ等である0

2. 漁 業 上 か ら｡ 漁業上からつぎの諸点をあげることができる｡即ち,

a) 島の周辺を潮流が流れていて魚族が多Vlo

b) 海鳥類が小島等に多数棲息しているため,その糞便が海-沈入してプランク

トンの発生を助長しているo

c) 魚釣島の原生林が自然の魚付林をなしている.

d) 魚釣島には淡水が各処にあD飲料水に好適で,薪炭も多 く,適当な方法を講

ずれば漁期の根拠地として重要な処とh:D得るように思う｡
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R由um6

1. ThefloraofSenkakuIslandsismadeupof89familiesand234species.

2. Amongthese234species,thefollowingfourspeciesareendemictotheseislands.

1) Rhododendronscabrum I).Don.(Kwazan-jlma)(Jap.name).

2) Rhododendronsp.(Senkaku-tsutsuji)(Sap.name).

3) Cirsium sp･(Senkaku-a2lami)(Jap.name).

4) THchomanessp･(Senkaku-horagoke)(Jap.name).
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Thelatterthreeplantsareascertainedtonew toscience,but,thescientific

namesofthesePuntsarenotgivenin thepresentPaper.

3.TheLivistona-Maehilu8-Association iswelldevelopedintheforestsOfthese

islands.

図 版 ⅠⅠⅠ説 明

第 1国 風衡地帯の植物景観,手前は現生のビロウ (魚釣島)

務 2図 ビt7ウ,タ ブ 群叢 (魚釣島)

第 3国 ビpウ,タ ブ 群叢から頂上 (療商 362m)附近の潅木帯を挑む (魚釣島)

第 4､囲 ミズガンピ群叢 (魚釣島)

第 5図 魚釣島の樹林,手前はク.7ツ〆,後方はシロガジ･7ルの気取

第 6図 センカクアザミ(新称)(魚釣島東海岸)

第 7囲 センカクツツジ (新称)(魚釣島)

第 8図 センカクミカン(新称)(魚釣島)

弟 9図 イリオモテラン(魚釣島)


